
市 議 会 だ より （５）　平成17年11月 

5

長崎労働局 

パソコン研修のようす 

●
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題 

●
防
災
対
策 

●
被
爆
体
験
者
支
援
事
業 

●
電
子
市
役
所
の
推
進 
公
　
明
　
党
 

●
介
護
保
険
制
度 

社
　
民
　
党
 

●
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル 

日
本
共
産
党 

●
市
営
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場 

気
　
　
走
　
　
会
 

     

議
員 

 

Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
た
人
材
育
成
と
体
制

づ
く
り
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

企
画
部
長
　
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
た
人
材
育
成
に

つ
い
て
は
、
職
員
の
情
報
格
差
を
解
消
し
、

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
技
術
を
高
め
る
た
め
に
、

全
職
員
対
象
の
パ
ソ
コ
ン
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
e
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
い
う
職
場
研
修
の
手
法
を
導
入
す
る
と

と
も
に
、
各
パ
ソ
コ
ン
研
修
に
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
関
す
る
項
目
を
盛
り
込
み
、
そ
の

意
識
向
上
を
図
っ
て
い
る
。 

　
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
す
る
体
制
に
つ
い
て
は
、

平
成
13
年
２
月
に
長
崎
市
高
度
情
報
化
推
進

本
部
を
設
置
し
て
お
り
、
ま
た
各
所
属
に
お

い
て
も
、
長
崎
市
高
度
情
報
化
推
進
員
を
配

置
し
、
庁
内
及
び
所
属
に
お
け
る
情
報
化
の

推
進
を
図
っ
て
い
る
。 

                       

議
員
　
介
護
保
険
制
度
の
改
正
内
容
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。 

市
長
　
介
護
保
険
施
設
入
所
者
の
居
住
費
、

食
費
は
、
こ
れ
ま
で
介
護
保
険
の
給
付
対
象

と
な
っ
て
い
た
が
、
本
年
10
月
の
見
直
し
に

よ
り
、
低
所
得
者
へ
配
慮
し
つ
つ
、
こ
れ
ら

が
自
己
負
担
と
な
る
。
ま
た
、
介
護
度
が
比

較
的
軽
度
の
方
を
対
象
に
自
立
支
援
を
目
指

し
た
新
予
防
給
付
が
創
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
市
町
村
が
実

施
主
体
と
な
っ
て
、
介
護
予
防
事
業
、
虐
待

防
止
を
含
む
権
利
擁
護
事
業
、
介
護
給
付
の

適
正
化
事
業
、
介
護
者
の
支
援
事
業
な
ど
を

行
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。 

  

議
員
　
三
和
地
区
の
ア
ス
ベ
ス
ト
鉱
山
跡
地

の
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

商
工
部
長
　
ア
ス
ベ
ス
ト
鉱
山
の
就
労
者
に

つ
い
て
は
、
７
月
12
日
に
健
康
相
談
窓
口
を

地
域
保
健
課
に
設
置
し
、
そ
の
対
応
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
労
災
補
償
等
の
窓
口
で
あ

る
長
崎
労
働
局
に
お
い
て
、
健
康
診
断
の
受

診
を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

　
本
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
長
崎
労
働

局
と
連
携
し
て
制
度
等
の
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。 

        

  

議
員
　
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
の
整
備
促

進
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

道
路
公
園
部
長
　
平
成
17
年
度
に
お
け
る
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
は
、
県
事
業
と
し
て

14
カ
所
、
市
事
業
と
し
て
６
カ
所
を
実
施
し

て
い
る
が
、
着
手
率
は
約
23
％
と
全
国
的
に

も
低
い
水
準
に
あ
る
。 

　
危
険
箇
所
の
整
備
が
な
か
な
か
進
ま
な
い

理
由
と
し
て
は
、
同
事
業
の
採
択
要
件
で
あ

る
土
地
の
無
償
提
供
に
つ
い
て
地
権
者
の
方
々

の
理
解
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
速
や
か
な

防
災
工
事
の
実
現
に
向
け
て
、
説
明
会
等
に

積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
地
元
自
治
会
の
皆

様
方
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
権
者
の
方
々
の

ご
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

   

議
員
　
被
爆
体
験
者
支
援
事
業
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

市
長
　
平
成
17
年
６
月
か
ら
運
用
し
て
い
る

被
爆
体
験
者
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
は
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
ほ
ぼ
終
了
し
、

約
７
割
の
方
が
被
爆
体
験
と
精
神
症
状
の
両

方
が
有
と
い
う
こ
と
で
次
の
診
断
に
進
ん
で

い
る
。 

　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
対
象
外

と
な
っ
た
方
に
つ
い
て
の
次
年
度
以
降
の
取

り
扱
い
や
制
度
の
改
善
内
容
の
精
査
を
行
い
、

関
係
団
体
と
の
連
携
も
図
り
、
今
後
も
引
き

続
き
、
厚
生
労
働
省
に
対
し
強
く
要
望
を
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。 

     

議
員
　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。 

市
民
生
活
部
長
　
消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
の
平

成
16
年
度
の
相
談
受
付
件
数
は
、
８
千
495

件
で
、
前
年
度
比
4.2
％
、
344
件
の
増
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
件
数
の
増
加
は
、
架
空
請

求
等
の
相
談
が
ふ
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
が
、
警
察
の
取
り
締
ま
り
や
マ
ス
コ
ミ

の
報
道
効
果
な
ど
に
よ
り
、
今
年
度
に
入
り
、

減
少
傾
向
に
あ
る
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
点
検
商
法
を
初
め
と
す

る
高
齢
者
の
財
産
を
狙
っ
た
も
の
が
発
生
す

る
な
ど
手
口
が
悪
質
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら

本
市
の
消
費
生
活
相
談
の
体
制
に
つ
い
て
も
、

消
費
生
活
専
門
相
談
員
資
格
等
の
公
的
資
格

を
有
す
る
長
崎
市
消
費
生
活
相
談
員
５
名
と
、

正
規
職
員
５
名
体
制
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

や
機
能
を
分
担
し
な
が
ら
消
費
者
行
政
の
充

実
に
努
め
て
い
る
。 

       

議
員
　
市
営
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場
の
人

工
芝
化
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

道
路
公
園
部
長
　
人
工
芝
に
つ
い
て
は
、
転

ん
で
も
け
が
が
少
な
い
状
況
の
中
で
プ
レ
ー

が
で
き
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
競
技
力
向

上
や
多
目
的
に
利
用
で
き
る
な
ど
の
効
果
が

あ
る
が
、
人
工
芝
に
す
る
に
は
多
額
の
費
用 


